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細胞期胚と、Vcro細胞株との 共培養iに よるha亡ching 率

の改善につ い て 以前報告し た。今回、初期胚 の 発育

に 対す る EGF レ セ プタ
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［方法 】ICR マ ウ ス卵管 内よ り回 収 した 2 細 肥 期胚

と、Vero細胞株 との 共培養 で ，　 EGF レ セ プターの リ

ン酸化を抑制す る AG1478 を添繍 し、　 hatching率 の 変

化 につ い て 検討した 。Vcr  細 膕 株 に よ っ て 産 生され

るEGF レセプタ
ー

刺激因チの 解 析を、　 HB −EGF 特異

的中和抗休197とEGF レセ プタ
・一
依存性 に 増殖す る

細胞株 EP17 〔1．7を用 い て 検討 した。ま た、　 In　vlvo に

お ける初期胚 の 塔養環境 と して 、ヒ ト卵管 上皮、子

宮内膜 に おけ る HB −EG 正」 mRNA の 発現 を RT −PCR 法 を

用 い て 検討 した 。

匚成績： ユ．）マ ウ ス 2細胞期胚 と、Vcro細胞株と の

共 1古養にAG1478 を添加 した場合、　 hatchlng率は非添

加群 の 58．｛｝％ に 刻 して 添加群はユ4．3％ と有意 に抑制さ

れた。 2＞Vere細胞株の condit ｛ened 　mcdium ｝こHB ・．

EGF 特気的中和抗体 197を添加 し た 場合、　 EP ］．70，7に

対す る 増殆能はEGF フ ァ ミ リ
ー

の 存在 しな い コ ン ト

ロ
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ル レベ ルまで 抑制 さ れ た。3 ）RT −PCR 法 に よ

りヒ ト卵雪 上 皮、−f”ab”内膜 で の HB −EGF 　mRNA の 危

現が確詔 弋 れた。

［結論：今回の検討よ りVerO細胞株 とマ ウス初期胚

共培養系 に お い て HB −EGF は EGF レセプタ
ー

刺激閃

子と して の 中心的役割 をな し、ま たHB −EGF は 生体

内で の 初期胚 の 発育 に 重要で あ る こ とが明かにな っ

た。
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